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「未来を切り拓く力」育成に係る取組報告会

松阪市立大江中学校

松阪市立南小学校

R3.2.18

大江中学校区発表

南小学校 大江中学校

●「０人はショックやった。」（協議会委員）

０人

１ 校区における課題

●「８人って、今日知りました。」

●「縮こまるんです・・」

⇒保護者間で大切な話が共有できない状態

⇒「少人数はマイナス」というイメージ

（入学生保護者）

（ＰＴＡ役員）

（平成29年度）

２ 資源と特徴の把握

平成２９年

「松阪市立大江中学校の将来を考える協議会」

平成３０年

「大江中学校区の子どもたちの将来を考える会」

●「コミュニケーション力」の育成
（聴き合い、伝えあい、つながり合う）

● タブレットの導入（情報活用力の育成）

魅力ある学校づくり
学校のあり方

⇒「学校運営やあり方」について
協議する場は、すでにある。

【南小学校の取組】⇒地域との連携事業がたくさん

読み聞かせ（ひまわり会） サツマイモの植え付け 地域学習

サツマイモ収穫 昔の遊び体験 石うす体験

げんこつ飴づくり 天文フェスタ しいたけ菌うち

【中学校間合同授業（大江中＆飯南中）】

⇒「縮こまる」けど
「なんとかなる」へ

「縮こまるんです」

（ＰＴＡ役員）

【2019大江中学校区保幼小中合同研修会】

【めざす資質・能力」】 （主に「思考力・判断力・表現力等」における園・学校の共通点）

※「転移(学習転移)」～ある学習の学びがその後の異なる学習に影響を及ぼすこと。通常の教科学習だけでは

限定的である。探究的で世の中にありがちな学びとの連携が期待される。（上智大学教授　奈須正裕）　　　

どんな集団で？ どんな力をもって 何を対象に？

探究的な学習を通してめざす具体的な資質・能力 とアプローチ　(2020改訂版)
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既存知識の活用 他者理解・自己調整 わかりやすく伝わりやすい表現 情報の整理と利用

「めざす資質・能力とアプローチ」
（2019大江中学校区保幼小中合同研修会）

⇒園～中学校まで「めざす姿」はずっと変わらない
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３ 情勢判断・方向づけ

（１）「どんな子どもたちに育てたいか？」

（２）保護者が無理なく情報収集できる環境

（３）地域・家庭・学校が一体となる環境

４ 意思決定

（１）「１５の春にめざす姿」で異校種をつなぐ

（２） 小中連携を強化する（小中で一つの学校）

（３）「総合型・課題解決学習」を核に活動する

（４）小中合同ホームページで情報発信をする

（５）言語活動を「みえる化」する

（６）教科横断的視点をもって学習指導にあたる

☆令和３年度 南小学校・大江中学校 学校教育目標

「愛する郷土に学び
大江の未来を切り拓く子の育成」

「保護者や地域の方々に支えられながら
愛する郷土に学び すてきな仲間といっしょに
日々の学習を通して これからの社会に立ち向かっていく力を
つけながら 一歩一歩すてきな成長をとげていく」

めざす子どもたちの姿

南小学校学校
教育目標

大江中学校学校
教育目標

ｺﾐｭﾆﾃｨ･ｽｸ ﾙ
ｸﾞﾗ ﾄﾞﾃﾞｻﾞｲ 

総合的な

学習の時間

国語

数学
理科社会

外国語

音楽

美術
保健体育技術･家庭

道徳

特別活動

算数
生活

健康･人間関係

環境･言葉･表現

「南小学校探究学習（総合）」活動
１・２年 まちたんけん

４年 バイオマス発電見学

６年 ウェビング・インタビュー

中３～中１

３学年が縦割班に
わかれて探究学習

中３～小６

４学年が縦割班に
わかれて探究学習

小６ 総合学習

中３

中２

中１

小６

２０２０年度（R２年度）２０２１年度（R３年度）

探
究
活
動

合
同
発
表

南小学校総合学習・「大江プロジェクト」発表会
⇒令和３年度から「文化祭」として地域行事と統合

「大江プロジェクト（構成）」
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「大江プロジェクト（活動）」

「南小学校探究学習（発表会）」
「大江プロジェクト（発表会）」

「南小学校探究学習（発表会）」

「大江プロジェクト（発表会）」

生徒アンケート
「大江プロジェクト」のグループ別の研究活動や発表で

学んだこと、または、自分に起こった変化は？」

●「アイパッドを使うことが多かったので、どんな風な順番

だったらわかりやすいかなど、考える事が増えました。」

●「他の人と協力しながら一つのものを作る事が出来た。 」

●「授業で指名されても発表できるようになった。」

●「災害について学び、『災害時ここは危ないな』と考える

時が、前よりも多くなりました。」

●「どんな人にも発表できるようになった。」

●「人に問いかけて説明する力がついた。」

地域・保護者の声

（発表会を参観していただいた方々のｺﾒ ﾄ）

●「どんな発表になるのか、興味津々でやって来ました。」

(ｹﾞｽﾄ･ﾃｨ ﾁｬ )

●「地域の文化や歴史を子どもたちが語ってくれる。

こんなありがたいことはない。」 （地域代表者）

●「今の親の世代は地域のことを知らんと思います。

これはいい機会やなと思いました。」（地域代表者）

●「正直、知らない話がいっぱいあった。へ～。そうなんや～

って、勉強になりました。 」 （保護者）

●「前を向いて堂々としゃべってる。自分はできていなかった

と思う。やるな～って思いました。」 （保護者）

言語表現の目標を共有

（１）小学校 

  

 

 最初にしっかりと立場を決めて結論を述べる、その次に理由を述べる表現パターン（自信がない場合は

自信がない理由を述べたりしてもＯＫ）で表現できることをめざしたい。※意思表示の練習 

 

 （２）中学校 

  

 

 「ＰＲ」や「ＰＲＰ」が日常的に使える状態をめざしたい。「Ｅ」は通常のやりとりでは必要とされな

い場合が多いが、踏み込んで一歩深く考える場面で、それまでの体験にむすびついたものや逆を仮定した

ものが出てくると説得力が非常に高くなる。 

Ｐ(Point)   結論 Ｒ(Reason)  理由 

Ｐ(Point)   結論 Ｒ(Reason)  理由 Ｅ(Example) 事例 Ｐ(Point)   結論 

☆言語表現技法（PREP法）

論述問題

プレゼンの口述

小論文

面接試験

自己推薦書

プレゼン力や言語活動の活性化
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10/15南小出前授業

言語表現の指導(南小学校)

定
期
テ
ス
ト
問
題

●
「
結
論
」
「
理
由
」
「
事
例
」
「
結
論
」

の
順
番
で
論
述
を
求
め
る
問
題
を
採
用

2019/12/14 Apple名古屋栄 ﾌｨ ﾙﾄﾞﾄﾘｯﾌ （教育研究助成金）

情報活用能力の育成

情報活用能力の育成

↑ 制作発表会

（昼食後のランチルーム）

↓ ＢＧＭ研修会

（修学旅行先のホテル）

「楽しくはずんでいるイメージでＢＧＭを

作りました！」

「それは、いつ使うの？」

福祉委員会 動画制作

<手洗い・消毒について>

わずか半日で作成!

小中一貫教育モデル【2021モデル】

南小学校 大江中学校

教科を担当

６ ３

大江ﾌ ﾛｼﾞｪｸﾄの班担当

相互乗り入れ

中学校教員

小学校教員

定期考査(一部教科で試行）

資格試験（英検・日本語検定）

大江プロジェクト(異学年交流)言
語

活

動

５･６年

※部活動の定例体験を試行

教育目標の統一・学習規律の整理

地 域 ・ 保 護 者
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大江中と南小で１つのホームページ

☆小中統合型ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（地域連携）

トップページ

南小ページ

大江中ページ

モバイルサイト

12/16 第14回研修会 小中合同研修会

「奈良の学習法」を活かす
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて～

（奈良女子大学附属小学校 副校長 杉澤学先生）

令和２年度 南小学校研究主題

「地域に深く関わり，未来を切り拓く子どもの育成」
～「探究的な学習」を通して，確かな学力を育む～

自分たちが生活する地域の現状や地域の方々の思いを知る等，地域に深く関わることで郷土
を愛し，仲間と協働する素晴らしさに気づき，この仲間と共に学びたいと思えるような人間関係
づくりを基盤にした教育

1/20 第2回保幼小中合同研修会

「材のもつ力について」
～探究的な学習を進めるにあたって教材との出会わせ方～

（三重大学教育学部 松本金矢先生）

発表会を終えて、見えてきた課題についての研修

「より探究的な学習とするためにはどうしたら？」

松本教授

南小学校(南小)

大石幼(南小)

みなみ保(南小)

つばな保(南小)

大江中(大江中)

｢主体性｣｢探究性｣｢創造性｣

｢関係性｣｢協働性｣｢俯瞰性｣
の６つの視点別に

学習活動における教科横断的な

目標を20項目で示したもの

＠Hasegawa&Hirano 2015

本時の学習活動で身に着け
させたい教科横断的な力を

「ＬＡＲ」の２０項目から

選択して示す

●実態のある学習へ ３年数学「教室の時計の高さは？」

「三角定規」

「赤色レーザー」

「巻き尺(床の長さを測るため）」で！

「レーザーのあて方」
「巻き尺の扱い方」

などの教科で収まらない
要素が大事
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